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 第一節 問題背景と研究目的 
 第二節 先行研究の検討 
 第三節 仮説と課題の設定 
 第四節 本論文の構成 
第一章 声の文化としての昔話 
 第一節 語源からみる「かたり」の性質 
 第二節 日本における昔話の語り 




 第三節 「新時代」の子どもの教育と家庭での「お話」 
第三章 口演童話の「大衆性」と「教育性」：久留島武彦と岸辺福雄の童話論を導きとして 
 第一節 都市における教育的娯楽としての「お伽話」 
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 第二節 語り口の技法における「大衆性」と「教育性」 
 第三節 口演童話の学校への普及 
第四章 昭和初期の口演童話活動における教育者と子どもの関係について 
：松美佐雄の「動的」概念を手がかりに 
 第一節 松美佐雄の問題意識と活動の目的 
 第二節 日本童話連盟の事業内容 
 第三節 学校教育の補完的役割としての教師の童話学習 
 第四節 お話の場における子どもと教育者の関係 
第五章 童話を「語ること」の教育的特徴：須藤克三の教育実践を事例として 
 第一節 幼少期の経験 
 第二節 教育をつうじた社会改革への関心 
 第三節 子どもへの新たな「まなざし」 
 第四節 「語ること」の教育の役割 
第六章 幼年絵雑誌の「地域性」に関する歴史的考察 
：月刊絵雑誌『チャイルドブック』を事例として 
 第一節 月刊絵雑誌『チャイルドブック』の概要 
 第二節 本誌の内容分析：「地域性」の変遷に着目して 
 第三節 「地方編集会議」の成立背景とその役割 
第七章 声による物語をめぐる大人と子どもの関係性： 
「お話」の語り聞かせの実践を事例として 
 第一節 研究対象と調査の方法 
 第二節 分析の方法と結果 
 第三節 語り手の意識における「お話」の語りの場 
終章 
 第一節 本研究の結論 
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